
学士課程4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

科学技術とELSI 科学コミュニケーション研究

力学 STEAM実験 科学コミュニケーション2 生命科学コミュニケーション サイエンスライティング基礎

化学1

人材育成等に関する目的

科学コミュニケーション学科は、建学の精神である「理学の普及」をデジタル社会において体現できる能
力の習得を目的に、確かな理学の知識に立脚し、高度情報通信ネットワークの利用及び情報通信技術
を用いた情報の活用に加えて、高度な情報学、データサイエンス、科学コミュニケーションの専門知識を
活用することで、幅広い科学を多面的に伝える能力を身に付け、広い視野で社会に貢献できる人材を育
成する。

分
野

科目群で身に付ける能力
学士課程1年次 学士課程2年次 学士課程3年次

教育課程編成・実施の方針、卒業（修了）認定・学位授与の方針

本学ホームページ　　https://www.tus.ac.jp/about/faculty/policy/　　に掲載

情報数学特別講義

現代理学特別講義

1変数の微分積分

卒業研究
数理統計学１ 数理統計学２

線形代数学1 線形代数学2 教育工学（ICTの活用含む） 学習科学
実験計画法

データサイエンス・AI応用基礎
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タ
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様々なソースのデータ処理や統計分析を含む高度なデー
タサイエンスの専門知識とスキルを修得する。

プログラミング データ処理 最適化理論

ネットワーク概論 数理データサイエンス 情報理論

標本調査法

全
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野
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（
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）

理学の基礎知識および高度な科学コミュニケーション能力
を修得しているとともに、情報・データサイエンスの応用基

礎レベルの専門知識・スキルを修得する。

科学コミュニケーション１

AIと機械学習１ AIと機械学習２

テキストマイニング

マルチメディア論

多変数の微分積分1 質的データ分析
統計データ解析

コンピュータ入門1 コンピュータ入門2 情報システム概論 情報データサイエンス研究

数
理
分
野

数理分野では、代数学・幾何学・解析学などの幅広い数学
を体系的に学ぶことで、確かな知識と数学的に考える能力
を修得する。
また、確率学・統計学などを体系的に学ぶことで、データサ
イエンスの基礎となる確かな知識と能力を修得する。

代数学1 代数学2

論理と集合 幾何学

解析学 数学と社会

微分方程式

解析学の基礎 多変数の微分積分2 位相
数学科教育論1

分子細胞生物学

物理学特別講義及び演習2

電磁気学

物理学実験 量子光学 量子情報科学

物理学 理科教育論1 理科教育論2

理
科
分
野

物理学系：幅広い物理学の分野の専門知識および実験技
術を修得する。

量子力学 熱力学 物理学特別講義及び演習1

物理化学

高分子化学

有機化学

生化学
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地学実験２

一般教養科目

教職課程科目

必修科目 選択必修科目 選択科目

化学実験 化学特別講義及び演習1 化学特別講義及び演習2

生命科学系他：自然科学の関連分野の知識を修得する。

生物学１ 生物学２

生物学実験

地学１

地学２

地学実験１

化学系：化学の基礎を理解し様々な問題を解決する能力
と，それらを基盤として物質・環境・生命などの幅広い分野
に関する専門知識を実践できる応用力を修得する。

無機化学

電気化学

量子化学
化学2

数学科教育論2
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